
膨
鋤
鍬
鴇
篤
鋤
昌

　
　
　
　
　
　
ー
ン
的
d
2
島
0
8
畠
一
二
巨
窪
野
蚕
レ
一
臨
｝
o
菖
甑
窪
暮
　
簿
①
翻
掃
－

　
　
　
　
　
　
　
写
毎
纂
一
9
峯
岬
9
影
も
○
風
ぎ
彰
簿
。
庶
〆
舞
幽
窪
燭
。
鳴
累
㌶
戸
鐸
総

　
　
　
　
　
　
　
ω
o
凶
o
g
霧
窓
睦
＆
o
ぜ
鑑
即
導
㌶
母
。
ぴ
お
鴇
一

　
初
期
人
類
換
…
蕎
せ
ば
洪
積
批
の
人
類
自
然
史
、
交
化
史
の
諸
學
が
そ
の
誕

生
を
親
っ
て
か
ら
漸
　
＜
一
概
紀
の
止
城
月
が
帖
流
れ
た
。
既
の
…
閥
の
鍛
・
界
の
論
融
淡

は
嚇
八
六
穴
年
以
後
の
萬
贈
潮
先
吏
墨
盗
闘
議
等
の
問
題
と
な
っ
て
屠
り
、
ま
た

春
歌
人
類
學
。
先
史
考
古
躁
愈
議
（
O
o
轟
犠
。
・
叢
窪
巣
｛
9
“
鋤
自
．
〉
無
穿
。
τ
9
？

職
。
霧
島
、
〉
き
ま
。
げ
喩
。
）
の
知
き
に
於
い
て
心
墨
あ
論
争
が
物
語
ら
れ
て
み

る
◇
而
し
て
一
一
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
現
在
に
登
る
萬
麟
先
史
學
・
原
寅
學

愈
議
（
O
o
コ
貿
辞
一
廓
Φ
霊
替
監
置
＝
ざ
皿
加
。
…
窪
。
窪
雇
星
邑
蟄
酔
G
門
ξ
塁
。
弛
剛
℃
乙
門
？

三
舞
。
嵩
ぬ
器
ε
及
び
萬
國
人
類
…
學
・
土
俗
學
會
議
（
ご
奮
毎
鼠
。
コ
鶏
0
9
ρ
絢
峯
。
・
亀

〉
糞
穿
。
℃
9
0
娘
。
卿
同
3
一
さ
ざ
賦
。
ω
甑
。
琴
畠
）
の
如
き
は
共
に
奮
大
陸
に
於
け

る
右
の
渦
…
表
の
傳
統
を
今
疑
に
ま
で
甲
山
承
し
た
の
に
歪
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

に
齢
し
て
大
載
量
の
初
期
人
類
の
研
究
は
、
そ
の
領
域
を
察
蘭
的
に
鑛
大
し

た
。
本
欝
は
こ
の
後
者
の
縮
圃
と
も
歎
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
太
書

の
諸
節
交
を
見
て
人
類
初
期
の
研
究
が
一
散
逸
名
の
今
臼
更
に
薪
鮮
な
領
域

へ
簿
零
し
飴
…
め
た
癖
を
知
る
の
を
喜
ぶ
者
で
あ
る
。
本
護
ぽ
｝
九
珊
七
年
三

月
北
米
ヒ
ラ
デ
ル
フ
イ
ヤ
に
て
こ
の
地
の
肖
然
科
㎜
讐
一
士
院
の
第
コ
一
識
嗣

の
詑
念
祭
を
就
賀
す
る
爲
に
虐
峯
ご
鐸
コ
玖
…
§
巳
○
ウ
罵
き
陰
臨
F
彗
§
国
帥
で

ぐ
罫
話
な
る
餐
の
下
に
、
諸
二
者
に
依
っ
て
世
界
の
初
期
入
管
に
關
す
る

塾
見
、
薪
研
究
が
論
義
さ
れ
た
・
も
の
x
牧
録
に
〃
他
・
な
ら
な
い
。
こ
の
愈
議

の
爵
的
が
萬
國
先
鋒
學
・
人
類
學
の
諸
椹
威
の
論
丈
を
集
め
る
｛
嶺
、
世
界
各

紹

介

地
の
薪
獲
見
の
鍛
物
を
中
心
と
す
る
事
、
更
に
先
史
學
者
・
人
類
學
者
・
、
古

生
物
三
者
・
洪
積
地
質
學
者
等
粗
互
の
協
力
を
助
成
す
る
爲
で
あ
り
、
か
く

て
集
め
ら
れ
た
三
十
五
氏
の
諸
論
文
は
何
れ
も
摯
界
に
於
け
る
斯
學
の
薪

護
見
に
賜
し
て
み
る
。
之
を
十
九
世
紀
後
牟
常
初
の
薪
護
見
に
關
す
る
こ
の

種
論
叢
に
較
べ
る
と
過
去
の
百
年
が
船
卸
に
擬
始
動
鉱
毒
意
義
深
い
竜
の
で

あ
っ
た
か
を
患
は
す
に
充
分
で
あ
る
。
し
か
も
十
九
世
紀
の
斯
學
護
達
史
に

濃
弱
し
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
今
突
如
と
制
動
の
氣
を
墨
・
舞
に
妬
し
て
る

る
の
は
漆
稼
に
値
す
る
。
以
下
ば
ら
く
に
掲
載
さ
れ
た
諸
篇
を
少
し
く
順

序
立
て
て
概
観
し
よ
う
○

　
先
づ
ア
メ
リ
カ
以
外
で
は
近
東
に
於
け
る
〉
き
。
ユ
鶏
ロ
の
畠
0
9
0
「
℃
「
争

三
・
・
挫
。
鳳
。
ズ
。
器
鍵
魯
に
依
る
研
究
が
注
慧
さ
れ
る
。
ン
・
諺
・
O
下
熱
。
匹
嬢
の

論
文
は
こ
の
地
域
を
…
｝
…
醍
分
し
、
一
、
ペ
ル
ジ
ャ
西
境
、
二
、
今
臼
の
北
ア

ラ
ビ
ヤ
沙
漠
、
蕪
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
に
分
ち
、
こ
の
地
の
ア
シ
ュ
ー
ル
期
文

化
は
茜
厭
の
・
も
の
に
、
ま
た
中
期
鶴
眉
器
瞬
代
で
は
ア
フ
リ
カ
の
影
響
が
大

き
く
そ
れ
が
東
方
に
購
が
つ
た
が
後
期
稼
珊
器
常
代
以
降
か
ら
は
ア
ジ
ア
の

影
藤
が
大
と
な
っ
た
罫
を
こ
の
地
の
地
埋
的
紘
概
か
ら
述
べ
、
か
の
8
鍵
㍗

。．

ﾉ
工
業
文
化
、
ピ
。
≦
ぎ
騨
9
鏡
。
μ
蕪
①
誌
舞
文
化
、
翼
翼
臨
§
文
化
を
夫
々

例
讃
解
説
し
て
居
り
、
更
に
。
。
凶
＝
ピ
溶
窪
氏
及
び
盛
9
罫
O
。
≦
氏

は
一
九
三
一
、
二
舘
離
見
の
鼠
薯
無
O
瀞
導
】
色
藤
麓
の
石
炭
擁
護
見
の
6
・

彪
霧
…
p
口
文
化
か
ら
H
碧
勲
ぎ
冨
9
寓
。
μ
気
σ
嵩
§
期
ま
で
に
入
る
以
窪
注
醇
3
？

｝
。
鑓
に
欝
す
る
と
愚
は
れ
る
ω
窪
黛
曙
需
及
び
8
当
鐸
¢
苫
の
人
骨
を
解

説
し
た
意
の
で
あ
る
。
次
ぎ
に
ア
フ
リ
カ
方
面
で
は
一
九
二
四
年
膨
。
。
｝
峯
窪
㌣

川
開
民
の
購
岬
§
鵯
石
炭
洞
に
て
護
見
さ
れ
b
ρ
ほ
教
擾
が
ト
羨
9
畿
。
覧
簿
0
9
翫

第
二
十
訟
菰
驚
　
第
三
號
　
　
　
志
ハ
…

（｝87）



紹

介

9
窪
。
霧
泰
と
名
醤
け
た
も
の
に
心
驕
し
て
、
三
六
年
罰
濠
端
の
弟
子
が
必
見

し
た
そ
れ
に
類
似
の
も
の
を
菊
「
・
ご
弓
さ
。
ヨ
民
が
取
り
上
げ
て
紹
介
し
、
そ
の

麟
性
、
歯
牙
を
吟
蒸
し
て
み
る
。
そ
れ
ほ
有
名
な
》
話
貯
巴
。
蹴
筈
。
。
羨
窪
窪
頴
、

≦
鈴
§
m
置
な
る
類
人
猿
、
頭
蓋
で
あ
る
。
距
細
査
の
イ
ン
ド
で
も
類
人
猿
化
石

が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
罠
お
O
鍵
琴
比
ゆ
生
塗
費
ひ
ざ
貰
の
手
に
依
り
ω
7
、
註
出

湯
菌
で
護
見
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
｝
峯
ぎ
七
号
8
然
別
氏
は
之
を
説
明

し
て
み
る
。
一
方
ジ
ヤ
パ
に
て
も
ピ
テ
カ
ン
ト
・
ー
プ
ス
の
叢
見
さ
れ
た
、
か

の
↓
旨
鎗
N
§
。
が
地
質
卜
者
に
調
査
さ
れ
て
る
る
し
、
更
に
中
部
ジ
ヤ
パ

の
段
丘
か
ら
｝
九
三
｝
年
引
見
さ
れ
た
か
の
ω
。
ざ
の
人
骨
研
究
が
盛
で
あ

る
。
の
．
撰
9
》
胸
〈
o
二
選
。
の
訂
耐
望
’
、
勲
重
氏
は
右
の
ジ
ヤ
バ
の
洪
積
人
類
文

化
を
概
…
槻
し
て
、
陶
端
の
野
鼠
人
類
の
湛
展
に
は
イ
ア
ッ
ス
が
．
・
な
い
蜘
を

…
明
ら
か
に
し
、
吏
に
罵
薦
曾
の
U
巳
）
O
騨
民
は
樹
じ
鈍
な
題
疑
で
覇
O
ヨ
O

出
駕
。
塁
騨
ほ
ピ
テ
カ
ン
ト
救
i
プ
ス
と
ち
が
ひ
、
藁
の
入
類
で
あ
り
軍
9
？

〉
三
野
即
嬬
毒
で
あ
っ
て
心
痛
労
ぎ
滋
養
二
回
該
葺
岬
と
近
似
す
る
事
を
述
べ
て

み
る
。
饗
．
蟹
U
、
骨
○
讐
讐
。
o
臨
ρ
疑
の
文
藻
ゾ
μ
人
が
化
石
八
類
に
占
む
る

位
躍
を
撫
観
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
東
洋
方
面
で
は
我
…
國
贋
器
管
下
を
織
笠
博
士
が
概
磯
し
た
雌
蕊
●
も
○
．
磨
弦
一
・

㎞
塞
國
詩
ぎ
筑
は
全
巻
Ω
彪
9
言
O
門
の
奮
量
器
時
代
滑
跡
を
紹
介
し
、
国
ぷ
お
播

8
0
鎖
ず
舞
扇
無
①
Ω
馳
参
薮
陰
は
北
支
・
爾
支
の
三
期
の
洪
積
塁
塞
…
を
イ
ン
ド
・

ジ
ヤ
バ
・
北
米
の
も
の
と
覇
比
し
年
代
を
考
定
し
て
農
の
、
な
ほ
斐
氏
の
支

那
の
蔭
石
器
遺
跡
を
解
熱
し
た
文
も
あ
る
。
氏
は
從
來
の
周
口
唐
、
オ
ル
ド

ス
の
・
も
の
玉
戸
に
駕
跨
。
毒
弩
、
周
口
店
で
も
い
o
o
既
澤
無
憂
の
・
も
の
を
概
．
記

し
て
写
せ
て
全
心
の
年
代
の
見
と
ほ
し
を
行
っ
て
み
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ

循が

�
¥
三
巻
　
　
第
一
鵡
號
　
　
　
志
ハ
一
二

る
。
北
一
獣
の
研
究
で
は
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
h
北
端
の
ぬ
纏
虫
運
線
に
沿
っ
た
六
十
一
数

籔
の
遣
純
分
ぴ
誘
で
は
な
く
○
。
黛
㎞
。
漢
留
篭
。
ジ
｛
響
に
廻
す
る
）
を
概
灘
し

た
｝
♂
く
・
切
薩
㈹
興
氏
の
報
告
、
撃
ち
遣
物
と
し
て
は
後
期
欝
聡
器
な
る

ぴ
母
幽
門
等
の
他
に
シ
ヤ
ン
ピ
ニ
ー
の
酔
§
回
。
ぎ
鍵
域
は
細
眉
器
が
存
す
る
豪
を

報
告
し
、
の
。
鼠
窪
　
Ω
匙
警
　
氏
が
泥
淡
そ
の
他
の
研
究
を
集
め
て
北
殴
饗

ル
ヂ
や
期
年
略
　
の
丈
腰
巻
・
甲
マ
グ
レ
モ
ー
ジ
ア
ソ
文
化
の
地
無
壌
・
的
考
寂
爪
を

加
へ
た
…
編
…
、
更
に
躍
a
ゆ
三
町
費
㏄
二
三
μ
氏
の
エ
ス
キ
モ
の
文
化
を
探
瞼

史
的
に
設
擁
し
た
・
も
の
等
が
脚
…
へ
ら
れ
る
。

　
本
書
を
飾
る
・
も
の
と
も
見
る
薄
き
ア
メ
リ
カ
の
方
、
醐
で
は
先
づ
南
米
の
そ

れ
に
關
…
し
て
緊
㎡
ぽ
9
ン
き
韓
ざ
影
奉
8
の
最
も
原
絵
…
荊
…
な
か
の
O
o
臨
譲
洞

獲
見
入
骨
を
ば
鐸
〈
。
づ
．
隔
無
2
．
“
〉
・
6
μ
〔
ぎ
箋
即
〉
三
咽
）
鉱
試
輩
g
購
氏

の
解
説
し
た
一
編
が
あ
り
、
ま
た
播
な
6
・
も
e
已
三
日
疑
が
ア
ジ
ヤ
・
ア
メ
リ
カ
…
爾

大
壁
の
交
通
纏
…
の
問
題
翻
ち
○
な
笹
。
昏
マ
〉
㌶
湯
§
亡
コ
誉
ダ
の
は
、
地
質
的
に
は

差
響
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
今
段
広
大
で
な
か
っ
た
事
、
ア
ラ
ス
ガ
に
は
氷
河
の
周

遜
に
飯
．
に
交
通
路
が
あ
り
轡
た
蜘
を
蓮
べ
て
る
る
。
さ
て
北
米
で
は
洪
積
氷

河
を
研
究
し
た
も
の
に
跨
、
蝕
μ
三
窯
琴
愈
謎
謎
。
簿
氏
の
文
が
あ
る
。
氏
は
そ
の

…
闘
鳳
暦
序
研
究
の
種
類
を
論
購
～
し
こ
の
地
の
醐
氷
期
争
ぢ
騨
o
c
蕊
弦
7
9
貯
簿
詣

ふ
回
］
H
ぎ
。
口
裏
げ
q
鑓
。
貯
酬
一
（
曽
薦
触
三
口
§
一
纂
。
履
纂
炎
巴
）
　
ウ
四
三
§
舞
貰
σ
脅
鍵
。
砂
｛

2
鴛
き
。
塞
げ
一
気
。
薦
冨
。
羅
）
　
L
以
。
茸
髪
げ
§
σ
。
㌶
o
｝
紘
（
臣
津
。
鉱
讐
ぎ
8
マ

讐
。
蛋
）
の
母
系
を
～
々
濁
し
た
の
で
あ
っ
た
、
吏
に
こ
の
地
の
最
初
の
履
催

麟
ち
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
氷
期
以
後
の
一
蹴
候
を
入
鼎
鰻
文
化
と
の
關
…
係
づ
け
に
就

い
て
鳩
目
除
跨
簿
①
譲
氏
は
、
特
に
爾
ヵ
ル
フ
オ
ル
一
…
や
の
H
路
Φ
試
。
｝
影
ぎ

丈
化
、
爾
棄
ア
リ
ゾ
ナ
及
び
ニ
ユ
ウ
・
メ
キ
シ
コ
の
O
o
9
騨
。
文
化
の
牲
格
を

〈lss＞



述
べ
て
み
る
。
次
ぎ
に
一
々
の
交
化
の
閣
明
に
就
て
は
例
へ
ば
テ
キ
サ
ス
及

び
南
東
ア
リ
ゾ
ナ
の
そ
れ
は
踏
碧
。
鑓
ω
・
Ω
㌶
隻
、
ぎ
疑
、
ニ
ュ
ー
。
メ
キ
シ
瓢

方
面
の
舅
。
ぎ
影
文
化
に
診
て
は
日
参
」
轡
玉
藍
。
淫
氏
、
そ
の
絶
滅
ビ
ゾ

ン
を
伴
ふ
暦
序
に
就
て
は
溶
坤
犀
し
⇔
受
§
氏
が
そ
れ
み
＼
説
明
を
な
し
て
み

る
。
岡
様
に
こ
の
北
米
の
洪
積
地
史
、
古
生
物
の
研
究
は
謬
島
乱
昌
譲
●
0
9
－

煽
）
。
簿
氏
及
び
頃
．
戴
き
。
駕
さ
O
．
》
o
。
。
ぽ
叫
H
紺
氏
等
が
行
っ
て
履
り
、
就
中

後
蒋
は
冥
。
｝
藁
色
建
地
方
の
丈
化
を
も
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
姶
き
㈱
々
の
新
獲
見
の
記
述
と
は
別
に
、
本
欝
申
ま
た
こ
の
種
の

研
究
法
の
薪
し
い
試
み
が
み
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
フ
イ
ル
ド
に
於
け
る
古

地
理
的
な
研
究
が
そ
れ
で
あ
る
Q
即
ち
軟
膿
動
物
、
主
と
し
て
漿
類
か
ら
、
そ

れ
を
行
ふ
方
法
と
し
て
、
例
へ
ば
廓
、
◎
ρ
膨
p
ぎ
憎
氏
が
ハ
ド
ソ
ン
灘
の
海
成

書
替
動
物
の
研
究
か
ら
常
時
の
氣
候
を
考
定
し
旦
っ
形
態
の
攣
化
か
ら
そ
の

年
代
を
推
し
た
も
の
が
あ
る
へ
．
窺
・
（
捌
ズ
凶
§
碧
黛
氏
も
内
陸
及
び
淡
水
鳥
獣

騰
動
物
の
研
究
か
ら
岡
檬
な
試
み
を
な
し
で
る
る
。
そ
の
他
近
頃
北
鰍
で
流

行
し
て
み
る
尉
、
o
濠
謬
》
鍵
¢
器
の
研
究
が
こ
の
堀
に
於
い
て
も
見
ら
れ
る
。

℃
．
¢
曽
9
謎
氏
は
ア
リ
ゾ
ナ
の
磯
谷
の
ω
｛
訪
に
於
い
て
之
を
行
っ
て
み
る

の
で
あ
り
、
又
該
●
ン
い
び
a
㈹
澤
§
玩
は
癬
序
に
於
け
る
ノ
く
霧
筈
。
昏
轟
の

検
出
を
試
み
て
み
る
。
そ
の
他
○
①
羅
二
野
○
。
¢
疵
が
年
々
の
氷
河
の

く
錠
ぐ
譲
の
研
究
鄙
ち
O
o
o
。
ξ
§
巳
。
鉱
。
の
研
究
を
提
唱
し
た
編
が
あ
り
、
な

ほ
一
般
論
と
し
て
考
．
客
O
藷
。
き
罫
属
Φ
簑
嗣
華
氏
が
　
九
二
〇
年
以

後
獲
見
の
類
人
猿
化
石
入
髪
の
歯
牙
を
研
究
し
た
も
の
や
、
○
「
窯
窪
ぴ
q
ぎ
同

氏
が
奮
贋
器
文
化
の
系
列
を
考
へ
た
も
の
な
ど
も
あ
り
。
後
者
ほ
氏
の
摩
？

酔
9
恥
曝
二
藍
彰
に
既
に
擦
9
器
簿
①
薄
暮
ぎ
薦
＠
μ
陣
潟
婦
6
昏
。
群
の
…
別
々
の
文
化
が

報

混
成
し
て
み
た
と
雷
ふ
の
で
あ
る
。

　
本
文
三
六
一
一
頁
、
國
版
…
烹
ハ
臭
し
櫃
の
先
史
學
・
人
類
學
・
先
史
地
理
學
。

古
生
物
學
に
愚
昧
を
有
す
る
士
が
斯
界
の
現
状
を
知
る
に
好
蓼
考
た
る
こ
と

以
上
の
簿
記
か
ら
こ
れ
を
知
り
轡
る
で
あ
ら
う
。
〔
藤
織
謙
二
郎
）

彙

報

吏
畢
研
究
禽

　
五
月
八
鼠
ハ
購
）
午
後
一
時
よ
り
關
西
日
佛
學
館
講
堂
に
於
で
聞
催
、
今
團

は
特
に
史
料
の
展
灘
を
主
と
し
、
内
山
貞
ヨ
鄭
氏
の
講
演
の
外
、
外
晦
軍
治
、

黙
黙
薩
二
郎
、
梅
原
末
治
ヨ
氏
に
講
う
て
陳
列
愚
の
解
説
を
行
ひ
五
時
過
閉

黙
し
た
。
常
節
は
爾
天
に
も
不
拘
、
普
逓
愈
員
の
外
、
　
一
般
岡
餅
の
士
を
・
も

加
へ
て
來
會
新
約
蕩
五
十
名
、
頗
る
成
㎜
瑚
を
呈
し
た
。

　
駐
日
の
講
演
要
旨
並
に
陳
列
品
樹
録
は
左
の
如
く
で
あ
る
Q

　
　
　
　
啓
蒙
時
代
の
猫
逸
演
劇
　
　
　
　
　
　
内
出
頁
三
郎

　
　
　
　
　
　
一

　
欧
洲
大
…
戦
と
表
現
多
義
文
學
と
が
密
接
な
關
係
に
あ
る
と
讐
は
れ
る
如

く
、
三
十
年
…
戦
役
と
バ
ロ
ッ
ク
交
學
と
は
必
然
的
な
聯
關
に
立
っ
て
る
る
。

三
者
の
文
學
が
よ
し
如
何
に
奇
軽
な
も
の
に
見
え
や
う
と
も
、
前
者
が
長
い

聞
の
物
質
文
明
の
害
毒
一
そ
れ
が
一
一
大
戦
を
衡
ら
し
た
一
に
封
ず
る

精
藤
の
一
等
と
し
て
起
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
檬
に
、
後
者
の
文
學
は
、
か
の

戦
臨
の
世
期
に
於
て
…
忍
受
の
痙
命
を
も
豫
知
し
え
な
い
王
侯
と
統
治
の
申
心

を
失
っ
た
災
衆
と
の
奇
怪
に
し
て
蘭
書
な
る
現
斌
を
見
た
高
級
宮
吏
叉
は
貴

第
一
一
十
三
傑
〕
　
俄
盗
二
號
　
　
　
山
ハ
…
三

（IS9）


